
［平成１８年度普及に移した技術］ 

［普及に移す技術名］黒毛和種肥育牛の肉質向上にはビタミンＣの給与が有効である 

［要約］黒毛和種去勢肥育牛に対して肥育中期から出荷まで 1 日体重 1kg あたり 60mg また

は 30mg のビタミンＣ剤を給与することにより、脂肪交雑や肉の締まり等が向上する。 

［キーワード］ビタミンＣ、脂肪交雑、黒毛和種、若狭牛 

［担当］ 福井畜試・家畜研究部・飼養管理研究グループ 

［連絡先］電話 0776-81-3130、電子メール chikusi@pref.fukui.lg.jp 

［分類］ 参考 

-------------------------------------------------------------------------------- 

［背景・ねらい］ 

 ビタミンＣが牛の脂肪前駆細胞から脂肪細胞への分化を促進することが培養試験で報告

されていることから、ビタミン C 剤の給与による肉質向上効果を福井県のブランド牛であ

る「若狭牛」を用いて実証する。 

ビタミンＣは第一胃で分解されやすいため、バイパス処理されたビタミンＣ剤の有効な

添加量について検討する。 

 

［技術の内容・特徴］ 

１．試験区の構成は表１に示すとおりとし、15 ヶ月齢以降出荷までビタミンＣ剤を給与す

ることにより、60mg/kg 給与、30mg/kg 給与とも日増体重、枝肉重量、ロース芯面積の

いずれも無給与に比べ大きくなったが、区間に有意差はみられない（表２、表３）。 

 

２．ビタミンＣ剤を 60mg/kg 給与することにより、特に BMS 値が高く、締まりも改善され

る（表３）。 

 

３．血中ビタミンＣ濃度については、60mg/kg 給与では無給与区より概ね高く推移する 

（図１）。 

 

４．ビタミンＣ剤の費用は、60mg/kg の給与では 71 千円、30mg/kg では 39 千円である。 

 

［技術の活用面・留意点］ 

１．ビタミンＣ給与技術の普及のためには、給与期間と給与量について、さらに検討が必

要である。 

２．肥育農家においてビタミンＣの給与実証試験の実施について検討する。 

 

 

［具体的データ］ 

 

表１ 試験区の構成 

60mg/kg 30mg/kg 
区  分 

給与区 無給与区 給与区 無給与区 

ビタミン C 給与量 60mg/kg・日 - 30mg/kg・日 - 

供試頭数 2 2 3 2 

ビタミン C 給与期間 

試験期間 

15～30 ヶ月齢 

平成 15 年 6 月～16 年 12 月

15～30 ヶ月齢 

平成 15 年 8 月～17 年 2 月 
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表２ 体重および日増体重          （kg,kg/日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 枝肉成績                                                    （kg,c ㎡,cm） 

   区  分  歩         留 肉         質 
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図１ 血中ビタミン C 濃度 

 

 

［その他］ 

研究課題名：若狭牛品質向上技術の確立 

研究期間：2003～2004 年度 

研究担当者：明間基生、吉田靖、山崎昭治、栗原優佳子 

発表論文等：明間・吉田(2005)．肉用牛研究会報.80：45-47 

 区  分 開始時体重 終了時体重  増体重  日増体重 

60mg/kg 給与 268  700  432 0.75  
 
無  給 与 277  661  384  0.67  

  30mg/kg 給与 

無   給  与 

271  

268  

737  

717  

466  

449  

0.81  

0.78  

  給 与 平 均 

無給与平均 

270  

272  

719  

689  

449  

417  

0.78  

0.72  


